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第 １ 章  総 則  

（ 規 則 の 趣 旨 ）  

第 １ 条  山 手 排 水 路 樋 門 （ 以 下 「 樋 門 」 と い う 。 ） の 操 作 に つ

い て は 、 こ の 操 作 要 領 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ 操 作 の 目 的 ）  

第 ２ 条  樋 門 の 操 作 は 、 大 雨 、 台 風 等 に よ る 内 水 氾 濫 か ら 山 手

排 水 路 の 水 位 を 適 正 に 保 つ こ と を 目 的 と す る 。  

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ３ 条  こ の 操 作 要 領 に お い て 「 機 側 操 作 」 と は 、 樋 門 に 設 置

し た 操 作 ハ ン ド ル に お い て 、 水 路 及 び 周 囲 の 状 況 等 を 目 視 で

確 認 し な が ら 行 う 操 作 を い う 。  

（ 操 作 の 基 本 方 針 ）  

第 ４ 条  樋 門 の 操 作 は 、 機 側 操 作 を 操 作 方 法 と す る 。  

第 ２ 章  警 戒 体 制  

（ 警 戒 体 制 の 実 施 ）  

第 ５ 条  下 水 道 課 長 （ 以 下 「 課 長 」 と い う 。 ） は 、 次 の 各 号 の

一 に 該 当 す る と き は 、 直 ち に 、 警 戒 体 制 に 入 る も の と す る 。  

(１ ) 山 手 排 水 路 に お け る 溜 桝 （ 以 下 「 溜 桝 」 と い う 。 ） の

水 位 が 準 用 河 川 多 々 良 川 流 出 開 口 部 の 頂 面 （ 以 下 「 開 口 部

頂 面 」 と い う 。 ） に 達 し 、 さ ら に 上 昇 す る お そ れ が あ る と

き 。  

(２ ) 防 府 市 に 、 洪 水 注 意 報 、 洪 水 警 報 が 発 表 さ れ た と き 。  

(３ ) そ の 他 洪 水 に よ り 樋 門 か ら 逆 流 の お そ れ が あ る と き 。  

（ 警 戒 体 制 に お け る 措 置 ）  

第 ６ 条  課 長 は 、 警 戒 体 制 に お い て は 、 次 に 掲 げ る 措 置 を と る

も の と す る 。  

(１ ) 樋 門 を 適 切 に 操 作 す る こ と が で き る 要 員 等 必 要 な 体 制

を 確 保 す る こ と 。  

(２ ) 樋 門 及 び 樋 門 を 操 作 す る た め に 必 要 な 機 械 、 器 具 等 の

点 検 及 び 整 備 を 行 う こ と 。  



(３ ) 樋 門 の 管 理 上 必 要 な 気 象 及 び 水 象 の 観 測 、 関 係 機 関 と

の 連 絡 並 び に 情 報 の 収 集 を 密 に す る こ と 。  

(４ ) 第 ８ 条 第 １ 項 の 操 作 を 行 っ て い る 場 合 に お い て 、 堤

防 、 背 後 地 の 状 況 、 水 防 活 動 の 状 況 等 （ 以 下 「 現 場 状 況 」

と い う 。 ） も 踏 ま え て 総 合 的 に 勘 案 し 、 以 下 の い ず れ か の

状 況 に お い て 、 機 側 操 作 を 安 全 に 行 え な い と 判 断 さ れ る 場

合 に は 、 機 側 操 作 を 行 っ て い る 要 員 （ 以 下 「 機 側 操 作 員 」

と い う 。 ） に 退 避 を 指 示 す る こ と 。  

ア  溜 桝 の 水 位 が 山 手 排 水 路 流 入 側 暗 渠 部 の 頂 面 を 超 え 、

さ ら に 上 昇 が 見 込 ま れ る と き 。  

イ  現 場 状 況 か ら 危 険 を 察 知 し た 機 側 操 作 員 か ら 退 避 を 求

め ら れ た と き 。  

(５ ) 緊 急 を 要 す る 場 合 に は 機 側 操 作 員 が 課 長 の 指 示 以 前 に

退 避 で き る も の と し 、 退 避 後 速 や か に 退 避 場 所 及 び 退 避 時

の 操 作 状 況 の 報 告 を さ せ る こ と 。  

(６ ) そ の 他 樋 門 の 管 理 上 必 要 な 措 置  

（ 警 戒 体 制 の 解 除 ）  

第 ７ 条  課 長 は 、 洪 水 が 終 わ っ た と き 又 は 洪 水 に 至 る こ と が な

く 洪 水 が 発 生 す る お そ れ が な く な っ た と き は 、 警 戒 体 制 を 解

除 す る も の と す る 。  

第 ３ 章  樋 門 の 操 作 の 方 法 等  

（ 洪 水 時 の 操 作 方 法 ）  

第 ８ 条  機 側 操 作 員 は 、 溜 桝 の 水 位 が 開 口 部 頂 面 未 満 で あ る と

き は 、 次 の 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 樋 門 を 操 作 す る も の

と す る 。  

(１ ) 準 用 河 川 多 々 良 川 か ら 溜 桝 へ の 逆 流 が 始 ま る ま で の 間

に お い て は 、 樋 門 の ゲ ー ト を 全 開 し て お く  こ と 。  

(２ ) 準 用 河 川 多 々 良 川 か ら 溜 桝 へ の 逆 流 が 始 ま っ た と き は 、

樋 門 の ゲ ー ト を 全 閉 す る こ と 。  

(３ )  樋 門 の ゲ ー ト を 全 閉 に し て い る 場 合 に お い て 、 準 用 河  

川 多 々 良 川 の 水 位 が 下 降 傾 向 に あ り 、溜 桝 の 水 位 が 開 口 部 頂

面 よ り も 低 く な っ た と き は 、 こ れ を 全 開 に す る こ と 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て は 、 樋 門 の 上 流 及 び 下 流 の 水 位 に 急 激

な 変 動 を 生 じ な い よ う に す る も の と す る 。  

３  溜 桝 と 準 用 河 川 多 々 良 川 の 水 位 差 が ほ と ん ど な く 、 水 位 が

上 昇 し て い る 状 態 で 、 か つ 溜 桝 の 水 位 が 開 口 部 頂 面 に 達 す る

と 見 込 ま れ る 場 合 は 、 準 用 河 川 多 々 良 川 か ら 溜 桝 へ の 逆 流 を

確 認 す る た め に 樋 門 の ゲ ー ト を 全 閉 し て 上 下 流 の ど ち ら の 水

位 が 高 く な る か 確 認 す る も の と す る 。  



４  第 ６ 条 (４ )に よ り 機 側 操 作 員 が 退 避 す る 際 は 、 樋 門 の ゲ ー

ト を 全 閉 す る も の と す る 。  

（ 平 水 時 に お け る 操 作 の 方 法 ）  

第 ９ 条  機 側 操 作 員 は 、 溜 桝 の 水 位 が 開 口 部 頂 面 未 満 の と き

は 、 樋 門 の ゲ ー ト を 全 開 に し て お く も の と す る 。  

（ 操 作 の 方 法 の 特 例 ）  

第 10条  課 長 は 、 事 故 そ の 他 や む を 得 な い 事 情 が あ る と き は 、

必 要 の 限 度 に お い て 、 前 ２ 条 に 規 定 す る 条 件 以 外 の 条 件 で も

樋 門 を 操 作 す る こ と が で き る も の と す る 。  

（ 通 知 及 び 周 知 ）  

第 11条  課 長 は 、 樋 門 を 操 作 す る こ と 又 は 操 作 し な い こ と に よ

り 、 公 共 の 利 害 に 重 大 な 影 響 を 生 ず る と 認 め ら れ る と き は 、

あ ら か じ め 関 係 機 関 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  課 長 は 、 樋 門 を 操 作 す る こ と 又 は 操 作 し な い こ と に よ り 、

内 陸 側 に 影 響 が 生 ず る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る と き は 、 あ

ら か じ め 一 般 に 周 知 す る も の と す る 。  

（ 操 作 等 に 関 す る 記 録 ）  

第 12条  機 側 操 作 員 は 、 樋 門 を 操 作 し た と き は 、 次 に 掲 げ る 事

項 を 記 録 し て お く も の と す る 。  

(１ ) 操 作 の 開 始 及 び 終 了 の 年 月 日 及 び 時 刻  

(２ ) 気 象 及 び 水 象 の 状 況  

(３ ) 開 度  

(４ ) 操 作 の 際 又 は 操 作 し な い 際 に 行 っ た 通 知 及 び 周 知 の 状

況  

(５ ) 第 １ ０ 条 に 該 当 す る と き は 、 操 作 の 理 由  

(６ ) そ の 他 参 考 と な る べ き 事 項  

第 ４ 章  雑 則  

（ 点 検 そ の 他 の 維 持 ）  

第 13条  機 側 操 作 員 は 、 樋 門 及 び 樋 門 を 操 作 す る た め の 機 械 、

器 具 等 に つ い て は 、 点 検 そ の 他 の 維 持 を 行 い 、 こ れ ら を 常 に

良 好 な 状 態 に 保 つ も の と す る 。  

（ 観 測 ）  

第 14条  課 長 は 、 樋 門 の 上 下 流 の 水 位 そ の 他 樋 門 を 操 作 す る た

め 必 要 な 事 項 は 、 山 口 県 土 木 防 災 情 報 シ ス テ ム に よ り 観 測 す

る も の と す る 。  

（ 訓 練 ）  

第 15条  樋 門 の 操 作 の 机 上 又 は 実 地 に お け る 訓 練 を 、 年 １ 回 以

上 行 う も の と す る 。  

２  前 項 の 訓 練 は 、 現 場 で 操 作 す る 者 が 参 加 し た も の で な け れ



ば な ら な い 。  

３  第 １ 項 に 規 定 す る 訓 練 に よ り 、 洪 水 に よ る 樋 門 へ の 逆 流 の

防 止 又 は 操 作 に 従 事 す る 者 の 安 全 の 確 保 の た め に 必 要 が あ る

と 認 め る 場 合 は 、 操 作 要 領 を 変 更 す る も の と す る 。  

（ 記 録 の 作 成 と 保 存 ）  

第 16条  機 側 操 作 員 は 、 樋 門 の 管 理 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、

記 録 を 作 成 し 、 操 作 記 録 は ５ 年 、 修 繕 等 の 記 録 は １ ０ 年 保 存

す る も の と す る 。  

附  則  

本 操 作 要 領 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  



様式（操作記録）

令和４年度 

防府市上下水道局 

操作月日 操作時刻 所要時間 気象及び水象の状況 通知の状況 第十一条に該当するときの操作の理由 開度 解放 備考

注）

１．操作時刻、所要時間は、本施設の実操作時間とする。（移動時間は含めない。）

２．操作の理由については、下表に示す該当番号、具体的事項を記載。

該当番号

1

2

3

３．開度は全開、全閉、半閉、半開を記入し、具体的理由を備考欄に記載すること。

① 防府市　河川港湾課　　２５－２４３１　（平日昼間）
② 防府市　宿直　 　　　　　２３－２１１１　（夜間・休日）

　　　　非常時連絡表

大雨注意報、洪水注意報、高潮注意報

その他の事由（※具体的に記載のこと）

山手排水路樋門操作記録

大雨警報、洪水警報、暴風雨警報、暴風警報、波浪警報、高潮警報

記入者（管理人）：


